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2022 年度の横浜南エリア交流産地は

(有)ジョイファーム小田原です。パルシ

ステムの産直を支える代表的な産地で、

みかんの他、いろいろな柑橘類、キウ

イ、梅、玉ねぎ、ジャムなどが主な商

品。産地訪問ツアーも人気です。  

■今年度の交流産地 ジョイファーム小田原のオニオン祭に参加しました 

の息子も大活躍です。 

抜き終わったら、茎と根っこを切る

作業。茎は３センチくらい残して、

根っこはすべて切ります。今回の収

穫分からも商品として出荷されるの

で、丁寧な作業を心がけて。1 時間

弱で作業終了です。 

最後に１人１袋、お土産用の玉ねぎ

を袋詰めしました。 

家に帰ってから子どもたちに感想を

聞いてみたら、「スポスポ抜けて面 

就任以来センター美化に努め、いろ

いろな場所を掃除していたところ、

薄暗い倉庫の奥、いるはずのない牛

がこちらを覗いている…。近くにい

くと優しい目でこちらを見ている造

形物が！ リサイクル資材で作った

手作りで、過去のセンター開催行事

で活躍していたそうです。 

横浜南センターにお越しの際は、玄

関で牛のキャサリンがお出迎えいた

します。（岩井センター長） 

 

家族の人気もの、我が家のスタメン

食材『串ざしフランクフルト』。 

グリルで軽く焼いておやつに、パパ

のお弁当、お酒のアテにもなっちゃ

うので本当に大助かりです。 

原材料は豚肉（国産）、豚脂肪、食

塩、砂糖、香辛料のみ。味がしっか

りとついていて、大きめに切ってお

野菜と炒めても美味しい。そのまま

でももちろん美味しい。楽をさせて

もらってます。（SM） 

 

5/8(日)、今年度の横浜南エリアの

交流産地、(有)ジョイファーム小田

原でオニオン祭が開催されました。

当日は薄曇りでしたが、涼しく、作

業しやすい気候。家族４人で参加し

ました。 

畑に移動して、生産者の方から作業

方法をおしえていただき、作業開始! 

最初は、抜いて抜いて抜きまくる! 

３歳の娘もスポスポ抜いていきま

す。大きな玉ねぎもたくさん! 小１ 

白かった！」「玉ねぎがいっぱいで

びっくりした！」とても楽しかった

ようです。 

子どもたちには自然に触れ合える経

験をできるだけさせてあげたいと考

えていますが、今はいろいろな制約

があります。できることが少ないか

らこそ、一つ一つの体験を大切にし

たいと思います。 

今回は貴重な体験をありがとうござ

いました。（MY） 

 

■テンション上がるスタメン食材 ■横浜南センターより 


